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3. 事後評価結果 

〇評点：公 開 

 

 

 

〇総合評価コメント：公 開 

 

本課題は、Ca2+イオンや環状ヌクレオチド等の濃度を光で自在に制御する光操作ツール

を開発し、それらをゼブラフィッシュの脳神経回路に応用し、新たな生物学的知見を得る

ことを目指した。 

本課題において、新規ロドプシンとして、ヘリオロドプシン、シゾロドプシン、ベストロ

ドプシンを発見し、構造や機能を解析した。また、光サイクルでGタンパク質活性化が制御

される動物ロドプシンの発見と光操作ツールへの改変に成功した。本ツールは多くの組織

で汎用的に利用することが可能であり、今後、多くの細胞機能の研究に資するものと期待さ

れる。高い光感度をもつ陽イオン透過型チャネルロドプシンは、予想に反してCa2+イオンを

透過しないことが明らかになったが、その特徴と光感度の高さから、神経科学分野において

新たな光操作ツールとして利用されているほか、産業界との連携によって視覚再生への応

用も試みられており、科学技術イノベーションへの寄与が期待される。加えて、開発された

光操作ツールをゼブラフィッシュに発現させ、その活性を測定し、神経活動や心臓の機能を

制御する能力の高い光操作ツールであることを実証した。 

本課題は、多くの新規ロドプシンの発見と光操作ツールの作出など研究期間において優れ

た成果を挙げており、光遺伝学ツールの展開に大きく貢献したといえる。今後は開発したツ

ールを新たな生命機能解明の研究に応用し、その実用性をより一層実証していただきたい。 

以 上 

 

A+ 非常に優れている 


